
定置網操業におけるエアー式自動揚網システムの導入実証試験 

水産業の省エネ・省コスト新技術実証事業（平成25年度） 

１ 事業の目的 

２ 開発技術及び実証の概要 

実施主体：日東製網株式会社、東京大学生産技術研究所、網代漁業株式会社 

実証海域：静岡県 

３ 開発技術の成果・普及 

（実証試験報告書URL) 

http://systemkyokai.or.jp/bunsho/jigyokatudo/miryokuaru/houkokusyo/19nen/hamanaka_gyokyou.pdf  

揚網時に多くの人員を必要とする定置網漁業において、 

※操業に必要な人員（80k=約120m） 

 従来の操業：19トン型漁船 2隻(乗組員11名×２=22名) 

 揚網装置導入：19トン型漁船（乗組員15名） 

・浮沈機能を備えた高密度ポリエ 
 チレン (HDPE)パイプを箱網底 
 部に設置 

エアー式自動揚網システム 

乗組員７名分の人件費、漁船約1隻分の燃料費削減 

・省エネ・省コスト効果 

エアー式自動揚網システムを導入し、省人・省力化、操業の効率化の効果を実証 

・操作船からの給気・排気により、 
 揚網装置内の空気と水を交換する 
 ことで網を浮沈させる 

操業に必要な人員等 

19トン型漁船 １隻（乗組員15名） 

19トン型漁船 2隻（乗組員11名×２＝22名） 

従来の操業システム 

エアー式自動揚網システム 

燃料費 3,000千円/年 × 2隻 

燃料費 3,000千円/年 

コンプレッサー用のガソリン代 113千円/年 

海上ブイ・ホース 係留ロープ 

HDPEパイプ 

沈下時 

浮上中 

浮上時 


